
実施月日 散布場所 出動人員

沖館中学校 9月6日 相野橋 ４０名
西中学校 9月16日 万太郎橋 ４０名

篠田小学校 10月中旬 工業高校近く １５０名
沖館小学校 9月2日 田橋～相野橋 ８７０名
三内小学校 7月5日 里見橋 ６０名

7月14日 西滝 ８１名
7月19日 ７４名

泉川小学校

２００６年
平成１８年

２月１日刊

学校名

※青森西中学校ではＥＭ菌の撒布は年間１０回予定しております。
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万太郎河流域

浪館小学校

平成１７年度　沖館川流域小・中学校事業計画表

６４名
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６６０名

ＥＭ菌散布

去る１月５日（木）正午のテレビニュースで沖館川
に油が流れている状況が放映しておりました。
富田町会の及川町会長さんと相野橋に出かけて

行ったところ多量の油が流れている状況でした。
早速、県土整備事務所の担当者に報告し対処を
お願いしました。（石戸谷会長記）

〔 沖館川をきれいにする会 〕

役 員 氏 名 既 役 職 名
会 長 石戸谷 忠 夫 沖館市民ｾﾝﾀｰ館長
副会長 新 谷 峰 三 市連副会長
〃 阿 部 正 雄 市連常任理事
〃 伊 吹 信 一 沖中ＰＴＡ会長
〃 阿 部 康 成 沖小ＰＴＡ会長
〃 加 川 光 義 中央富田町会

監 事 山 田 哲 郎 沖館防犯協会長
〃 片 岡 義 正 西部第一区会長
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沖館川をきれいにする会では、沖館川・西滝川
万太郎堰流域の４０町会、６小学校、４中学校
ＰＴＡ会長などによびかけて「沖館川をきれい
にする会」を発足。

会則の目的事業は、
１．沖館川をきれいにするため、関係行政機関に要請

をおこなう。
２．沖館川をきれいにするため、流域住民の啓蒙活動

をおこなう。
３．沖館川流域町会は、遊歩道（土手）の安全確保に

努める。
４．その他、目的達成に必要な事業。

○毎年石戸谷会長ら役員を２班に分けて、青森県河川
砂防課長と青森土整備事務所長に対して、

１．沖館川・西滝川・万太郎堰の川底汚泥の排出。
２．沖館川河口付近のモーターボート繋留の禁止。
３．沖館川土手の危険箇所防護柵の点検整備。
４．沖館川土手の遊歩道の整備。
５．防護柵を利用している政党掲示板の撤去。

を要望書にしたためて陳書致しました。
続いて青森市下水道部長には、

１．沖館川・西滝川・万太郎堰全域の下水道
建設の促進。

２．下水道実施地域の下水道への切り替えの
行政指導の強化。

３．簡易水洗トイレ浄化槽の下水道への切り
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沖館川をきれいにする会の要請により青森県では沖館川
三内大橋～里見橋と西滝川三右衛門橋～もとゆ橋間につ
いて河川汚泥の排出工事を実施することになりました。沖
館小学校児童の夢でもある「沖館川をきれいにしょう」
が、一歩近づくことになったと思います。

沖館川を魚が住み「ﾎﾀﾙ」が飛び交う川を目指して、地

域住民の方々の限りないご協力を要請いたします。

沖館小学校児童がＥＭ菌の投入風景

流域町会のみなさんで草刈り・ゴミ・缶拾いの作業
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